
プラスチック容器包装リサイクル推進協議会

プラスチックの循環利用

202５年７月１１日

令和６年度 プラスチック資源循環研修会 前橋市



プラスチック容器包装リサイクル推進協議会の概要

1）会 員 再商品化義務を負う特定事業者(プラ容器包装利用・容器製造)を中心とした団体。
団体会員31 企業会員61 主要団体（石鹸洗剤、パン、乳業、冷凍食品、即席食
品、プラ工連、ＰＥ製品連合会、PETボトル協議会、他）

2）目 的 容器包装リサイクル法に基づき、その他プラスチック製容器包装の
① あるべき再商品化システムの構築など、法の円滑な運用
② プラスチック容器包装のリデュース・環境配慮設計の推進
③ 関係各主体との相互理解と連携で普及・啓発を推進

などに取り組み、プラ容器包装の３Ｒを推進し、循環型社会を目指す。

3）活 動

4）各種実証

①自主行動計画の推進 基準年度・2004年度 目標年度・2025年度(自主行動計画２０２５）

リデュース率 目標22％ 2022年度実績 19.7％
                              リサイクル率 目標60％以上 2022年度実績 65.0％
②環境配慮設計推進 環境配慮基準策定、パッケージ事例検索システム実用化
③市民・自治体との意見交換 2012～2023年度、計27回 全国各地で開催
④各種実証試験の推進 ＮＥＤＯ研究ＰJ・経産省、環境省など循環ＰＪへの参画、
⑤３Ｒ推進団体連絡会活動 フォーラム、セミナーや主体間連携などを展開

レジ袋店頭回収・リサイクル実証 2013年9月   ＨＰに報告書
ボトル用プラキャップ店頭回収・リサイクル 2015年3月 ＨＰに報告書
欧州・韓国プラ・リサイクル視察団を派遣 2012年～19年まで 計５回
福岡筑紫リサイクルループ推進協議会参画 2022年5月リサイクル製品開発支援
ＰＳモノマー還元の実証支援 2021年10月会員団体・企業参加で
機械ソーティングによる水平リサイクル実証 2022年7月 選別リサイクル実証
ＣＰｓ実証でプラ容器の高度循環システム 2024年11月 ＳＣとＶチェーン構築



プラスチックの資源利用

～正しく学んで賢く使おう～

１．プラスチックってなぁーに？

２．プラスチックの循環利用の移行加速化

３・プラスチックのリサイクル ２０３０年

４．私たちのできること
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https://www.jpif.gr.jp/learn/

ＰＬＡＳＴＩＣ ⇒ かたちをつくる
人工的に作られた“塑性（plasticity）”を持つ素材

可塑性があり、加熱すると軟らかくなり自由に色々な形に成型できる

有機高分子物質(分子と分子 ⇒合成 ⇒合成高分子)の総称。

一般的には、有機合成高分子をプラスチックと呼ぶ。
力を除くと元に戻る性質= 弾性（elasticity）＝例えばゴム

プラスチックってなぁーに

https://www.jpif.gr.jp/learn/
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プラスチックには、100種類を超えるいろいろな材質があるよ！

容器包装に使われる代表的なプラスチック

主にポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ＰＥＴ樹脂などを使用。

容器包装のほか、日用品・雑貨、家庭・台所用品、文房具・おもちゃ、農水
産資材、電子・電気製品、物流資材、自動車・乗り物、住宅・家具、高機能
製品などに利用

https://www.pwmi.or.jp/

主に石油が出発原料 ＝ 植物を原料にしたバイオプラもあるよ！

熱可塑性プラスチック＜加熱すると柔らかくなり
自由に変形する。冷却すると固まる。＞
イメージはチョコレート 容器包装は 熱可塑性プラ

熱硬化性プラスチック＜加熱前は自由に
変形する。加熱して固まると、再加熱しても
柔らかくならない。＞ イメージはビスケット

プラスチックには２つのタイプがあります。

ポリとは分子がたくさん＝＜ポリ＞エチレン

プラスチックってなぁーに

https://www.pwmi.or.jp/
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出展：プラスチック循環利用協会



発生・排出抑制
ごみを出さないようにする

再生使用⇒循環利用
可能な限り分別し、資源化する
リサイクル「 Recycle」
Re ＝ 再びcycle ＝ 循環する。
～を再生利用する。

＜容器包装の３Ｒ＞
・リデュース＝ごみの排出を抑制し、ごみをできるだけ出さないようにする。

＊使い捨て商品や過剰包装の商品などを使わない。詰替え製品を使うなど、資源を節約する
・リユース ＝再使用すること。使えるものは繰り返し使う。

＊繰り返し使えるものをつかうなど再利用すること。
・リサイクル＝再び資源として再生利用すること。

＊牛乳パック、新聞紙、ペットボトル、トレイ、プラ容器包装などを回収して、もう一度
資源として再生利用すること。

再使用
使えるものは
繰り返し使う

プラスチックの循環利用：３R・リデュースリサイクル



http://kids.wanpug.com/illust/illust2006.png

プラスチック容器包装の３Ｒ+Renewable（持続可能な資源）等で、
100% 資源の有効利用を目指します。

プラスチック容器包装の資源循環 2030宣言

・自主行動計画２０２５(第４次計画)

目標値 リデュース率 22% リサイクル率60％以上

リサイクル率の算定方法を、2021年集計から、2002年に国が策定した「資源循環指標策
定ガイドライン」の再商品化率に変更しました。変更点は、算定の分母を2011年度排出
見込み量からプラ容器包装の市町村回収量＋自主回収量に変えたことです。

2025年度目標 2023年度実績

リデュース率 22％（累計） 22.1％ 138,372トン(累計)

リサイクル率
60％以上

（従来の算定方式 46%）
69.5%

（45.8 %）
493,256トン

34

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCNC9_tCDmcgCFUqUlAodzZIOMg&url=http://kids.wanpug.com/illust175.html&psig=AFQjCNHQtAivM0xDKSyXbdzV_GycoxJD9w&ust=1443505460078017


環境に配慮したプラスチック容器包装がわかる！
2022年4月,プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律が施行
され,プラスチック使用製品の製造事業者等が取り組む環境配慮設計が
定められました。
「プラっとサーチ」は、食品や日用品など身近な製品に使われている
プラスチック容器包装に、どのような環境配慮設計が行われているか
を検索することができます。

検索メニューから

知りたい事例を検索可能

検索メニューで検索可能！

知りたい事例を、３Ｒやリニューアブルなど
環境配慮の事例を、企業名、製品名から検索
できます。

プラスチック容器包装の環境配慮の事例や効果がわ
かります。事例と効果など,プラスチックやCO2削
減量など具体的な効果がわかります

https://search.pprc.gr.jp/

探検隊

2024年度
事業者や消費者
へのリアル／デ
ジタルハイブ
リット普及・啓発

https://search.pprc.gr.jp/


・粉砕
・選別

・熱分解
・蒸留

GAS

配合

新品材料

選別
効率化が課題

新品材料

材料リサイクルとケミカルリサイクル
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材料リサイクル
同じ材質の樹脂を熱で溶かして、プラスチック
材料・製品にリサイクルする方法
コンパウンドにすることで、幅広い材料に戻
すこともできる。

ケミカルリサイクル
熱やガス等を使って化学的な方法で分子に

  して材料・製品にする方法
ケミカルリサイクルは、新品材料に戻す

    ことが出来る

高度リサイクル
の実装事例
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出典：（一社）プラスチック循環利用協会



プラスチック容器包装・生産量（中間材）

形態別

シート成形品 ＰＥＴ 366000 229500 ＰＳ 314070 293700 ＰＰ 118565 103100 ＨＤＰＥ 0 ＬＤＰＥ 0 ＰＶＣ 0 その他 27940 25400 合　計 8265785 651700

　 　食品用 　食品用 食品用 食品用 食品用 食品用 食品用 食品用

トレイ 小型容器 366000 229500 ＰＳＰ 149820 136200 　ＰＰ 67620 58800 バイオ 6270 5700

パック 弁当惣菜 ＯＰＳ 101000 100000 PＰ－Ｆ 50945 44300 その他 21670 19700

カップ 蓋 ＨＩＰＳ 63250 57500 　小計 118565 103100 　小計 　小計 　小計 　小計 27940 25400 　小計 651700

その他 　小計 314070 293700

フィルム ＰＥＴ 291000 76000 ＰＳ 0 0 ＰＰ 357723 297873 ＨＤＰＥ 295722 13942 ＬＤＰＥ 354866 16730 ＰＶＣ 240043 20403 その他 100000 90000 合　計 1639354 514948

食品用 食品用 食品用 食品用 食品用 食品用 食品用 食品用

　袋類 ストレッチ 包装用 76000 　ＯＰＰ 205974 167362 産業用 174270 13942 産業用 174271 16730 一般用 168448 0 ＰＶＤＣ 100000 90000 1639354 514948

単層 多層 　ＣＰＰ 148896 127658 農業用 42448 0 ＰＡ

工業・農業　他 295020 ごみ袋20901 ストレッチ 29147 20403

ＩＰＰ 2853 2853

輸出6057 農業用100571

繊維＋雑貨＋工業用・他 プラス：ポリエチレン輸入袋＝480700

ボトル系 ＰＥＴ 786000 786000 ＰＳ 7500 7500 ＰＰ 9680 9680 ＨＤＰＥ 43691 43691 ＬＤＰＥ 12330 12330 ＰＶＣ 0 0 その他 0 合　計 859201 859201

食品用 食品用 食品用 食品用 食品用 食品用 食品用 食品用

786000 乳酸菌類 7500 9689 43691 12330 0

　調味料 40000 　洗剤 12000

食用油 1000 　化粧品 12000 ＰＥＴ以外

　その他 8000 　小計 73000

キャップ（成形品） 30000 40000

ごみ袋 19884 20901

輸入袋 408700

発泡スチロール 110296

容器 55864

緩衝材 35788

建材 18644

参考資料



プラスチックの資源利用

～正しく学んで賢く使おう～

１．プラスチックってなぁーに？

２．プラスチックの循環利用の移行加速化

３・プラスチックのリサイクル ２０３０年

４．私たちのできること
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循環経済：サーキュラーエコノミーへの移行加速化パッケージ

R6補正 308億円 R7予算案 471億円 合計 779億円＋α
※交付金等の各種事業の内数計上分 合計3兆679億円
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https://plastic-circulation.env.go.jp/

https://plastic-circulation.env.go.jp/
https://plastic-circulation.env.go.jp/
https://plastic-circulation.env.go.jp/


















＝プラを資源にするための基本条件の整備・確立
＝廃掃法で自治体の処理を受託する静脈事業者のこれから処理と転換
＝収集・選別・再生・供給・利用の新たなしくみと技術の組み合わせ
＝関係主体（自治体:静脈者:中間者:動脈者:利用者:市民）の連携の在り方

※プラは有用素材。その適切な解説資料：素材特性と利点・課題点整理
＝化学技術と環境適性の啓発活動の具体化と実施主体の育成

※日本の石油化学技術＋事業者は、ＥＵに勝てる素地・要素ある
=それをどう形にするか

※自治体の業務の変化と法的規制の整備
  =プラスチックの循環と廃棄物の適正処理を、どう具現化するか

※プラ資源を循環する産業構造をどう構築するか
＝主体者は、コストと収益は、ＥＵとの違い（日本版）：プラ循環産業のイメージ

※ＣＮ・脱炭素との整合：基本的な位置づけと組み込んだモデルプランつくり

検討に際しての留意事項



選別・小規模施設
バリスティック、

光学選別、比重選別、

Ａ自治体回収した容
器包装（製品プラ）

PP溶剤抽出

EREMA
@ｵｰｽﾄﾘｱ

PET(ﾎﾞﾄﾙ以外)
ＭＲ＋ＣＲ

ボトル成型

複数の自治体での収集体制
ＣＥの規模・実施主体の検討・
収集と選別の連動

洗浄･ﾍﾟﾚｯﾄ化

リフレシャー

3
D

2
D

PP・ＰＥ材料
リサイクル

PS 非発泡+発泡
モノマー化、ＭＲ

HDPE
材料ﾘｻｲｸﾙ

ＰＥ・ＰＰ・
ＰＥＴ・ＰＳ等

循環型ｹﾐｶﾙ

収集・選別の基準と数
量
選別工程の検討・確認
選別後の供給見通し

ソーティングセンターを軸にしたバリューチェーン
＝2025年・実証のイメージ

Ｂ自治体回収した
容器包装

Ｃ自治体連合で
回収した容器包
装：製品プラ

選別・複数自治体分

2025年は選別テスト
バリスティック、光
学選別、比重選別、静
電選別 等

33条スキーム
容リプラの扱い

PＰボトル類
ケミリサイクル

D自治体回収した
容器包装（ベール）

ＮＵ社、ＴＫ社、ＦＳ社

Ｐ社

Ａ社・リサイクル

Ｃ社 Ｍ社

Ⅰ主、Ｔ社

容リ・ＭＲ残渣の活用・有償買取

市町村・静脈。動脈産業連携体制
ＳＣ事業の形式・投資主体
投資ルール・方式検討、投資見込み

本システムの評価検討
＝学識者含む検討テーブル
：全体報告書の作成

有価引き渡し
Or資源物渡し

選別物の評価・用途
再生材の品質評価と
改善検討＋用途拡大

＜経産省・実証事業＞革新的な選別技術を活用したプラスチック・ソーティングセンターを軸に、ＭＲ，ＣＲなどの
リサイクル技術を組み合わせ、水平リサイクルの実証可能性調査ＰＪに参画、プラ循環法が目指すプラスチック・リ
サイクルの新たな循環システの構築を目指しています。

リファナリー・石
化を軸に、個別
技：術との連携
鹿島、市原、川
崎、水島、



実施主体と実施体制：ＭＥＴＩ、ＥＮＶとの連携で推進

＝実施地域の確保、関係主体との調整、実証の具体的課題抽出・既存法との調整
費用、取組みの位置づけ、法的整理、投資首主体等の整理）

＝得られた再生材の質、量、収率等の見通しとＬＣＡ評価
再生材の質、安全性の評価，供給量見通しと高度化。経済性見通しと課題整理
素材特性と有用性および環境影響に関する評価・検証と対策検討

＝市民・自治体・事業者など関係主体との連携：プラ素材の的確な啓発しくみ構築

・203年､40、50年に向けた循環モデルと具体的課題抽出・対策検討

＝プラ循環システムのバリューチェーンと再生材の質、量の評価（経済性・環境影響
含む）課題抽出と対策検討

＝2030，2035、2040、2050のロードマップと供給量見込みの試算

モデルプランの実証・検討（2025年）



プラスチックの資源利用

～正しく学んで賢く使おう～

１．プラスチックってなぁーに？

２．プラスチックの循環利用の移行加速化

３・プラスチックのリサイクル ２０３０年

４．私たちのできること
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プラスチック資源循環の新しい動き



・将来のリサイクル：目指す姿が共有されているか。

＝プラ循環法ー2030、2050年目標・循環経済工程表

・プラの素材特性とリサイクル技術のマッチングはどうか

＝革新的リサイクル技術の開発と社会実装。材料評価の手法

＝量の拡大と質の向上：社会全体での活用

・収集・選別の効率化とMR･CR等革新的リサイクル技術の実装

・リサイクルコストを利益に変えるリサイクルビジネスの構築

＝リサイクル材の価値評価・排出～循環を新収益産業に

＝食品用プラ容器包装のリサイクル材使用ＧＬも見直し

・循環産業を支えるリサイクルバリューチェーンの構築

＝選別センター、ＭＲ素材の活用、CRとプラ循環：ＭAP30

プラスチックのリサイクル：今後の課題



2021

２０２２年（令和４年）は、71.6
万㌧のプラ容器包装が分別収
集され、44.9万㌧が再商品化
されました。

出典：容リ協会ＨＰ



容リ法でのリサイクル=残渣処理

32

材料リサイクルによって発生するプラスチック類残さの処理について18年度から原則、埋め立て処分を禁止とした。
さらに、20年度からはプラスチック類残さの単純な焼却も禁止とし、資源として有効利用が図れる処理方法を採用す
ることを規定した。なお、ケミカルリサイクルによって発生するプラスチック類残さについても、20年度から埋め立
て処分を禁止とした。

出典：容リ協会ＨＰ



プラ容器包装・202４年度・容リプラ落札状況
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出典：容リ協ｊ会資料
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出典：環境省資料

市町村名 再商品化事業者

プラスチック容器包装廃棄物 プラスチック使用
製品廃棄物・量見
込み

量の見込み 再商品化単価

第１号 宮城県仙台市 J＆T環境 13,104t/年 56,000円/t 1,456t/年

第２号 愛知県安城市 富山環境整備 1,173.75t/年 59,000円/t 249.70t/年

第３号 神奈川県横須賀市 TBM 4,224t/年 57,100円/t 379t/年

第４号 富山県高岡市 富山環境整備 555.3t/年 57,000円/t 366.3t/年

第５号 富山地区広域圏事務組合・富山市 富山環境整備 2,124.4t/年 57,000円/t 127.5t/年

第６号 京都府亀岡市 富山環境整備 721.002t/年 59,000円/t 184.920t/年

第７号 砺波広域圏事務組・砺波市・南砺市） 富山環境整備 318.668t/年 57,000円/t 92.051t/年

第８号 岐阜県輪之内町 岐阜リサイクルセンター 19.6t/年 63,450円/t 1.96t/年

第９号 東京都新宿区 日鉄リサイクル 1,630t/年 40,000円/t 225t/年

第10号 愛知県岡崎市 日鉄リサイクル 2,096t/年 49,500円/t 334t/年

第11号 岩手県岩手町 青南商事 42t/年 95,000円/t 12t/年

第12号 福岡県北九州市 ビートルエンジニアリング 42t/年 95,000円/t 133.95t/年

第13号 三重県菰野町 三重中央開発 10t/年

第14号 大阪府堺市 三重中央開発・ＤＩＮＳ関西 4,420t/年 58,000円/t

令和6年度 33条・再商品化計画認定自治体一覧
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！

一括回収：自治体の分別手引き 北九州市

令和5年10月からプラスチック資源一括回収を開始しました

出典北九州市HP



一括回収：自治体の分別手引き 安城市

37

出典：安城市 資料
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出典：、三菱ケミカル報道発表資料

ＥＮＥＯＳ（株）と三菱ケミカル（株）は、2021年7月に、三菱ケミカル茨城
事業所で、プラスチック油化共同事業を開始すると発表した。同事業所に、商業
ベースでは国内最大規模となる年間２万トンの処理能力を備えたケミカルリサイク
ル設備を建設し、２０２３年度に廃プラスチックの油化を開始することを目指す。

本共同事業では、外部から調達した廃プラスチックを、英 Mura Technology 社の超臨界水技術を導入す

る新設備にて化学的に液化し、油化処理を行います。製造された油（リサイクル生成油）は、両社の既存設備
である石油精製装置およびナフサクラッカーにおいて原料として使用され、石油製品や各種プラスチックへと
再製品化されることで、高効率なケミカルリサイクルの循環が実現します。
今後、両社は、原料廃プラスチックの安定調達、サーキュラーエコノミーに係る認証※取得などによる製品

の高付加価値化、および次世代事業として更なる技術的知見の習得を図ります。
引き続き、循環型社会の形成につながる本共同事業を通じて、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable 
Development Goals）の目標１２「つくる責任使う責任」の達成に確実に貢献してまいります。



使用済みプラを原料としたケミカルリサイクル商業設備に投資

環境エネルギー社とケミカルリサイクル・ジャパン（株）設立
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出光興産は、千葉事業所隣接エリアにおける使用済みプラスチックを原料とした油化
ケミカルリサイクル商業生産設備（使用済みプラスチック処理能力：2万t/年）への投
資を決定し、2025年度の商業運転開始を目指している。併せて、共同で油化装置の技
術確立に取り組んできた環境エネルギーと、使用済みプラスチックを原料とした生成
油の生産を行う合弁会社「ケミカルリサイクル・ジャパン株式会社」を2023年4月に設
立した。当事業を通じて、2050年カーボンニュートラルおよび循環型社会の実現に向
けて取りみ。

出典・出光興産 ＨＰ

当事業では、回収した使用済みプラスチックから、ケミカルリサイクル・ジャパンが独自技術で
生成油を生産し、原油に替わる原料として、当社の既存の石油精製装置および石油化学装置で精
製・分解・重合して「リニューアブル化学品」を生産、最終的にはこのリニューアブル化学品を
原料に新たなプラスチック製品がプラスチック製品製造会社などで生産される。

出光興産：油化・ケミカルリサイクルで新会社



プラスチックの資源利用

～正しく学んで賢く使おう～

１．プラスチックってなぁーに？

２．プラスチックの循環利用の移行加速化

３・プラスチックのリサイクル ２０３０年

４．私たちのできること

40
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プラスチックと上手につきあおう
きちんと注意書きを読もう

家庭用品には、材質や、たえられる温度、取りあつかいの注意、

つくった会社などが書いてあります。

買ったときに、使い方の注意をよく読むようにしましょう。

プラスチックってなぁーに

プラスチック家庭用品の上手な使い方

使い終わったプラスチックはリサイクル

使い終わったプラスチックは、まちのルールに従っ
て正しく出しましょう。
プラスチックは、リサイクルできる物質です。
資源を有効に使うためにも、リサイクルしましょう。



プラスチック：分別からリサイクルまで

家庭など排出
時での分別

具体的な分別基準は市町村が決める
・容器包装・製品の可否も市町村毎

分別した廃プラは市町村毎に処理
・リサイクルは容リ協会等に委託

異物除去・前処理 ⇒ リサイクル
※残渣処理：焼却熱利用、

カスケードリサイクル

リサイクル（ＭR：ＣＲ）

【排出時の品質確保】

まず、市民の皆さんがきちんと分別し、かつ不適切なものを混入させ
ないことが何よりも大切です。
そのためには市民の皆さんが、お住まいの市町村のや説明会などで具

体的な収集区分や排出ルールを十分に理解することが重要です。

◇内容物の除去に過度な手間のかかるものは、可燃ごみや不燃ごみなどとする市町村もあります。
安易に可燃ごみや不燃ごみなどで排出しないで下さい。詳しいことはお住まいの市町村にご確認
ください。 
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【品質確保に向けた排出ルール】

（１）異物の混入禁止
①禁忌品の混入禁止
◇収集や選別を行う作業者の安全のためにも、ガスライターやガスボンベ、化学カ
イロなど可燃物、刃物、カミソリ、乾電池、リチウムイオン電池の入った製品と
いった危険物は絶対に混入しない。

◇医療系廃棄物（注射器、注射針、点滴セットのチューブ等）も、感染症の恐れが
あるため混入しない

②プラスチック容器包装以外のプラスチック製品等の混入禁止
◇プラスチック容器包装の排出に際しては、プラマークを目印にして排出する。金
属やガラス、紙などの プラスチック以外の素材、バケツや洗面器などの容器包装
以外のプラスチック製品は、プラスチック 容器包装とは一緒に排出しない。

（２）付着物の除去
◇中身製品や付着物が残る可能性が高いプラスチック容器包装は、さっと水洗いし
て排出する。

◇付着した汚れの洗浄が困難なものは、プラスチック容器包装として排出しない。
容器包装リサイクル法の基本方針にも定められています。

◇特に、付着した汚れの洗浄が困難なラップ類は、再商品化の品質や作業効率の低
下につながるので、排出しない。

プラスチック容器包装を分別排出する際の留意点
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（３）二重袋の禁止
◇袋収集を行っている市町村の場合、収集袋の中に
さらに小袋を入れる、いわゆる二重袋で排出される
と、選別工程で、中の小袋が破れないことが多く、
再商品化製品の品質が低下するので、二重袋では排
出しない

プラスチック容器包装:分別排出での留意点
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市町村の分別収集＝居住地域による分別ルールの違い
以前に住んでいた町では細かな分別をしたが、現在住んでいる町では分別収集をしていない。
全ての市町村が容器包装廃棄物等の分別収集が実施されるわけではないのか？

容リ法では、すべての市町村で分別収集が実施されているわけではありません。
●一般廃棄物の分別収集は市町村の固有事務であり、地方自治の本旨に照らせば、
市区町村に義務づけることは適当でない
●分別収集には手間や費用がかかるため、すべての市区町村に義務化できないなど
の理由から不適当と考えられます。しかし、将来,埋立て場の確保、処理場の拡張
などが困難になると考えられ、可能な限り, 多くの市区町村で分別収集が実施され
ることが期待されます。

「リチウムイオン電池」の正しい廃棄方法の周知と、事故予防にご協力ください。
リチウムイオン電池は、大容量の電力を蓄えることが可能で、繰り返し充電して使
用できますが、便利さからスマートフォンやゲーム機器、電子タバコ、掃除機など、
多くの製品に内蔵されています。
リチウムイオン電池は、衝撃を加えると発火する性質があり、内蔵した製品を捨て
るとき、正しい方法で廃棄しないと大きな事故につながる可能性があり、発火事故
の例があります。
このページでは、「リチウムイオン電池」が原因とみられる発火事故等の現状と、
事故防止への取り組み事例や、自由にご利用いただける啓発ツールを紹介していま
す。正しい廃棄方法の周知と事故防止への取り組みにご協力をお願いします。

プラスチック容器包装:分別排出での留意点



ご清聴ありがとうございました

46


	スライド 1
	スライド 2: プラスチック容器包装リサイクル推進協議会の概要
	スライド 3: プラスチックの資源利用  ～正しく学んで賢く使おう～ 
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8:  　プラスチック容器包装の３Ｒ+Renewable（持続可能な資源）等で、　 　100% 資源の有効利用を目指します。 
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13: プラスチックの資源利用  ～正しく学んで賢く使おう～ 
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26: ソーティングセンターを軸にしたバリューチェーン ＝2025年・実証のイメージ　
	スライド 27
	スライド 28: プラスチックの資源利用  ～正しく学んで賢く使おう～ 
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32: 容リ法でのリサイクル=残渣処理
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37: 一括回収：自治体の分別手引き　安城市
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40: プラスチックの資源利用  ～正しく学んで賢く使おう～ 
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46

